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一
、
は
じ
め
に

大
正
大
学
附
属
図
書
館
に
は
、『
い
そ
ざ
き
（
磯
崎
）』
の
絵
巻
（
上
中
下
三
巻
）
が
所
蔵
さ
れ
て
い
る
（
以
下
、
大
正
本
『
い
そ
ざ
き
』

と
表
記
す
る
（
１
）
）。
大
正
本
の
存
在
は
こ
れ
ま
で
学
界
に
あ
ま
り
知
ら
れ
て
お
ら
ず
、
研
究
上
、
看
過
さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
な
が
ら
貴
重

な
伝
本
と
思
わ
れ
る
た
め
、
こ
こ
に
紹
介
し
、
そ
の
意
義
を
検
討
す
る
も
の
で
あ
る
。

『
い
そ
ざ
き
』
は
、
成
立
は
天
正
以
後
で
、
作
者
は
未
詳
の
物
語
と
さ
れ
て
い
る
。
内
容
は
次
の
よ
う
な
話
で
あ
る
。

下
野
国
日
光
山
の
磯
崎
殿
と
い
う
侍
は
、
あ
る
時
、
本
領
安
堵
の
た
め
に
鎌
倉
に
行
っ
た
。
妻
は
こ
の
留
守
中
、
夫
の
無
事
を
祈

念
し
つ
つ
待
っ
て
い
た
。
戻
っ
て
き
た
夫
は
、
鎌
倉
か
ら
新
し
い
妻
を
連
れ
て
来
て
、
別
宅
を
造
り
新
妻
を
住
ま
わ
せ
た
。
気
の
お

さ
ま
ら
な
い
本
妻
は
、
再
び
鎌
倉
に
行
っ
た
夫
の
不
在
中
に
、
新
妻
を
嚇
し
て
み
よ
う
と
思
い
立
ち
、
猿
楽
師
か
ら
鬼
の
面
や
杖
な

ど
を
借
り
て
出
か
け
て
い
っ
た
。
新
妻
の
家
に
忍
び
込
み
、
中
の
様
子
を
の
ぞ
い
た
本
妻
は
、
新
妻
の
美
し
さ
や
夫
へ
の
思
い
を
知

る
。
こ
み
上
げ
る
思
い
が
止
め
ら
れ
な
く
な
っ
た
本
妻
は
、
と
う
と
う
部
屋
に
入
っ
て
、
新
妻
を
打
ち
殺
し
て
し
ま
っ
た
。

さ
て
本
妻
が
家
に
戻
っ
て
鬼
の
面
を
取
ろ
う
と
す
る
と
、
な
ぜ
か
ど
う
し
て
も
取
れ
ず
、
手
に
持
っ
た
杖
も
離
れ
な
い
。
こ
の
よ
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う
な
姿
を
人
に
見
ら
れ
て
は
恥
ず
か
し
い
と
、
家
を
出
て
後
ろ
の
山
に
隠
れ
た
。
本
妻
に
は
、
日
光
山
の
稚
児
で
あ
り
、
学
匠
で
あ

る
息
子
が
い
た
。
息
子
は
母
の
事
を
知
っ
て
山
中
に
探
し
に
行
く
。
母
を
探
し
当
て
た
息
子
は
、
母
を
さ
と
し
、
黙
然
と
し
て
坐
す

こ
と
を
勧
め
た
。
そ
の
言
葉
に
従
う
と
、
不
思
議
な
こ
と
に
母
の
顔
か
ら
鬼
の
面
も
手
に
し
た
杖
も
は
ず
れ
て
前
に
落
ち
た
。
自
分

の
罪
を
悔
い
た
母
は
出
家
し
、
諸
国
行
脚
に
出
る
。
夫
の
磯
崎
殿
も
、
新
妻
と
本
妻
を
失
っ
た
我
が
身
を
懺
悔
し
て
出
家
し
た
。

『
い
そ
ざ
き
』
は
、
嫉
妬
の
あ
ま
り
新
妻
を
殺
し
て
し
ま
う
妬
婦
譚
の
一
つ
と
し
て
著
名
な
物
語
で
あ
る
。
古
く
か
ら
研
究
も
な
さ
れ

て
お
り
、
管
見
の
限
り
、
最
も
早
く
取
り
上
げ
た
の
は
高
野
辰
之
氏
で
あ
っ
た
。
高
野
氏
は
、
昭
和
八
年
（
一
九
三
三
）
の
論
考
で
、「
磯

崎
は
近
古
小
説
中
、
宗
教
味
の
濃
や
か
な
も
の
と
し
て
注
目
す
べ
き
作
の
一
つ
で
あ
る
」
と
述
べ
て
い
る
（
２
）

。

『
い
そ
ざ
き
』
の
激
烈
な
内
容
は
、
研
究
上
様
々
に
関
心
を
集
め
、
女
の
妄
執
の
話
と
し
て
『
道
明
寺
縁
起
』
や
『
鉄
輪
』
な
ど
と
関

連
し
て
論
じ
ら
れ
た
り
、
後
妻
打
ち
、
取
れ
な
く
な
る
鬼
面
な
ど
の
観
点
か
ら
も
注
目
さ
れ
、
日
本
文
学
に
と
ど
ま
ら
ず
、
能
楽
や
民
俗

学
な
ど
の
方
面
か
ら
も
、
多
角
的
に
論
じ
ら
れ
て
き
た
（
３
）
。

ま
た
伝
本
研
究
も
早
く
か
ら
行
わ
れ
て
き
た
（
４
）

。
海
外
に
あ
る
絵
巻
と
し
て
『
在
外
奈
良
絵
本
』
に
取
り
上
げ
ら
れ
、
絵
巻
・
奈
良
絵
本
・

版
本
な
ど
、
こ
れ
ま
で
十
数
本
の
伝
本
が
紹
介
さ
れ
、
詞
書
や
挿
絵
の
両
面
か
ら
詳
細
に
研
究
さ
れ
て
き
た
の
で
あ
る
（
５
）
。
伝
本
研
究
の
結

果
、
冊
子
本
と
絵
巻
と
あ
る
中
で
、
原
型
に
絵
巻
を
想
定
し
、
現
存
す
る
唯
一
の
絵
巻
で
あ
る
デ
ン
バ
ー
美
術
館
所
蔵
本
に
注
目
す
る
説

や
、
デ
ン
バ
ー
本
の
検
討
か
ら
、
デ
ン
バ
ー
本
の
も
と
に
冊
子
本
を
想
定
す
る
説
な
ど
が
出
さ
れ
て
い
る
（
６
）
。
こ
の
よ
う
に
諸
伝
本
の
整
理

検
討
は
か
な
り
詳
し
く
な
さ
れ
て
き
た
が
、
こ
の
度
、
大
正
大
学
附
属
図
書
館
が
所
蔵
す
る
伝
本
が
見
つ
か
っ
た
の
で
あ
る
。

大
正
大
学
附
属
図
書
館
蔵
『
い
そ
ざ
き
』
の
絵
巻
・
上
中
下
三
巻
は
、
こ
れ
ま
で
あ
ま
り
研
究
の
俎
上
に
上
が
ら
な
か
っ
た
。
臨
川
書

店
の
『
日
本
書
古
書
目
録
』
に
掲
載
さ
れ
た
折
に
岩
崎
雅
彦
氏
が
着
目
し
、
目
録
の
記
載
情
報
を
元
に
、「
専
門
絵
師
の
手
に
な
る
と
思

わ
れ
る
新
出
の
江
戸
前
期
の
絵
巻
」
と
言
及
し
て
い
る
の
が
、唯
一
の
指
摘
で
あ
ろ
う
（
７
）

。
そ
の
後
、大
正
大
学
附
属
図
書
館
の
所
蔵
と
な
っ

て
以
降
、
現
在
に
至
る
ま
で
、
特
段
に
取
り
上
げ
ら
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

二
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大
正
本
は
、
上
中
下
の
三
巻
が
揃
い
、
絵
も
文
字
も
美
麗
な
絵
巻
で
あ
る
。
絵
巻
は
こ
れ
ま
で
デ
ン
バ
ー
本
の
一
本
し
か
確
認
さ
れ
て

い
な
か
っ
た
た
め
、
完
存
す
る
絵
巻
と
し
て
貴
重
な
伝
本
で
あ
る
。
ま
た
内
容
を
精
査
す
る
と
、
デ
ン
バ
ー
本
に
欠
落
す
る
、
息
子
が
母

を
説
く
場
面
も
有
し
て
い
る
。
本
文
も
絵
も
、
他
伝
本
と
異
な
る
点
が
多
く
、
様
々
な
特
徴
が
確
認
で
き
る
。
こ
れ
ま
で
伝
本
間
で
、
本

文
に
は
大
き
な
相
違
は
な
い
と
さ
れ
て
い
た
が
、
大
正
本
は
、
上
巻
に
は
細
か
な
異
同
が
、
中
巻
・
下
巻
に
は
大
き
な
異
同
が
認
め
ら
れ
、

『
い
そ
ざ
き
』
と
い
う
作
品
を
考
え
る
上
で
、
重
要
な
視
座
を
与
え
る
伝
本
だ
と
考
え
ら
れ
る
。

そ
こ
で
本
稿
で
は
、
大
正
本
『
い
そ
ざ
き
』
絵
巻
三
巻
を
紹
介
し
、
そ
の
意
義
を
検
討
す
る
。
ま
た
大
正
本
の
分
析
に
よ
っ
て
、
室
町

物
語
『
い
そ
ざ
き
』
の
意
義
と
可
能
性
を
論
じ
て
い
き
た
い
。

二
、
大
正
大
学
附
属
図
書
館
蔵
『
い
そ
ざ
き
』
に
つ
い
て

大
正
大
学
附
属
図
書
館
蔵
『
い
そ
ざ
き
』
は
巻
子
本
で
、
上
中
下
の
三
巻
か
ら
な
る
。
ま
ず
、
書
誌
情
報
を
以
下
に
示
す
。

・
形
態　

絵
巻
三
巻
（
上
・
中
・
下
）

・
法
量　

上
巻
…
紙
高
、
三
五
・
七
糎
×
全
長
六
八
二
・
六
糎
。
（
後
補
の
部
分
を
除
く
と
、
五
九
六
・
九
糎
）

　
　
　
　

中
巻
…
紙
高
、
三
五
・
七
糎
×
全
長
五
四
四
・
糎
。
（
後
補
の
部
分
ナ
シ
）

　
　
　
　

下
巻
…
紙
高
、
三
五
・
七
糎
×
全
長
七
六
七
・
〇
糎
。
（
後
補
の
部
分
を
除
く
と
、
四
二
八
・
七
糎
）

・
表
紙　

茶
色
布
地
に
草
花
紋
、
葉
紋
繋
ぎ
の
中
に
鳥
・
亀
の
文
様
。
縦
三
五
・
七
×
横
三
四
・
一
糎
。

・
見
返　

金
色
布
目
地
。
縦
三
五
・
七
×
横
三
四
・
〇
糎
。

・
料
紙　

斐
紙
（
薄
茶
色
）
。
詞
書
の
部
分
に
は
、
各
紙
、
山
、
木
、
草
、
葉
、
紅
葉
、
扇
子
な
ど
の
異
な
る
風
景
や
文
様
を
薄
茶
色
で

描
い
た
絵
図
柄
を
全
面
に
散
ら
す

三
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四

・
題
箋　

縦
一
四
・
六
×
横
二
・
五
糎
。

・
外
題　
　

上
巻
「
い
そ
さ
き 

上
」
、
中
巻
「
い
そ
さ
き 

中
」
、
下
巻
「
い
そ
さ
き 

下
」

・
内
題　

ナ
シ

・
紙
数　

上
巻　

一
四
紙
、
中
巻　

二
〇
紙
、
下
巻　

一
一
紙

・
各
紙
寸
法　

縦
三
五
・
七
糎
、
横
は
各
紙
以
下
の
通
り
。

・
上
巻　

〔
第
一
紙
〕
四
九
・
八
（
＋
二
・
八
）
、
〔
第
二
紙
〕
五
〇
・
四
（
＋
二
・
八
）
、
〔
第
三
紙
〕
五
〇
・
八
（
＋
二
・

八
）
、
〔
第
四
紙
〕
五
〇
・
八
、
〔
第
五
紙
〕
四
九
・
六
、
〔
第
六
紙
〕
五
〇
・
〇
、
〔
第
七
紙
〕
五
〇
・
四
、
〔
第
八

紙
〕
四
九
・
九
、
〔
第
九
紙
〕
二
三
・
四
、
〔
第
一
〇
紙
〕
五
〇
・
六
、
〔
第
一
一
紙
〕
四
九
・
九
、
〔
第
一
二
紙
〕
一

九
・
一
、
〔
第
一
三
紙
〕
四
三
・
八
、
〔
第
一
四
紙
〕
八
五
・
七
糎　

合
計
、
六
八
二
・
六
糎

・
中
巻　

〔
第
一
紙
〕
五
〇
・
五
（
＋
二
・
八
）
、
〔
第
二
紙
〕
五
〇
・
一
（
＋
二
・
八
）
、
〔
第
三
紙
〕
五
〇
・
六
（
＋
二
・

八
）
、
〔
第
四
紙
〕
四
九
・
三
、
〔
第
五
紙
〕
五
〇
・
六
、
〔
第
六
紙
〕
二
五
・
七
、
〔
第
七
紙
〕
四
五
・
三
、
〔
第
八

紙
〕
五
〇
・
四
、
〔
第
九
紙
〕
四
七
・
〇
、
〔
第
一
〇
紙
〕
二
五
・
六
、
〔
第
一
一
紙
〕
四
七
・
六
、
〔
第
一
二
紙
〕
四

八
・
三
、
〔
第
一
三
紙
〕
五
〇
・
三
、
〔
第
一
四
紙
〕
二
九
・
六
、
〔
第
一
五
紙
〕
四
八
・
一
、
〔
第
一
六
紙
〕
二
四
・

三
、
〔
第
一
七
紙
〕
四
九
・
三
、
〔
第
一
八
紙
〕
四
八
・
三
、
〔
第
一
九
紙
〕
一
四
・
五
、
〔
第
二
〇
紙
〕
五
・
〇
糎

合
計
、
五
四
四
・
一
糎

・
下
巻　

〔
第
一
紙
〕
五
〇
・
三
（
＋
二
・
四
）
、
〔
第
二
紙
〕
五
〇
・
五
（
＋
二
・
四
）
、
〔
第
三
紙
〕
五
〇
・
五
、
〔
第
四
紙
〕

五
〇
・
一
、
〔
第
五
紙
〕
四
九
・
八
、
〔
第
六
紙
〕
五
〇
・
三
、
〔
第
七
紙
〕
五
〇
・
〇
、
〔
第
八
紙
〕
二
七
・
五
、
〔
第

九
紙
〕
四
九
・
七
、
〔
第
一
〇
紙
〕
一
七
三
・
八
、
〔
第
一
一
紙
〕
一
六
四
・
五
糎

合
計
、
七
六
七
・
〇
糎
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五

・
構
成　

・
上
巻　

〔
第
一
紙
〕
絵
１
、
〔
第
二
紙
〕
絵
２
、
〔
第
三
紙
〕
絵
３
、
〔
第
四
紙
〕
絵
４
、
〔
第
五
・
六
紙
〕
詞
書
１
（
一
八
＋

一
六
行
）
、
〔
第
七
～
九
紙
〕
詞
書
２
（
一
八
＋
一
九
＋
八
行
）
、
〔
第
一
〇
～
一
二
紙
〕
詞
書
３
（
一
八
＋
一
九
＋
五

行
）
、
〔
第
一
三
紙
〕
詞
書
４
（
一
〇
行
）
、
〔
第
一
四
紙
〕
後
補
の
白
紙

・
中
巻　

〔
第
一
紙
〕
絵
５
、
〔
第
二
紙
〕
絵
６
、
〔
第
三
紙
〕
絵
７
、
〔
第
四
～
六
紙
〕
詞
書
５
（
一
三
＋
一
九
＋
八
行
）
、
〔
第

七
～
一
〇
紙
〕
詞
書
６
（
一
六
＋
一
九
＋
一
八
＋
八
行
）
、
〔
第
一
一
～
一
二
紙
〕
詞
書
７
（
一
七
行
＋
二
〇
行
）
、
〔
第

一
三
～
一
六
紙
〕
詞
書
８
（
一
八
＋
一
一
＋
一
八
＋
七
行
）
、
〔
第
一
七
～
一
九
紙
〕
詞
書
９
（
一
〇
＋
一
四
＋
七
行
）
、

〔
第
二
〇
紙
〕
後
補
の
白
紙

・
下
巻　

〔
第
一
紙
〕
絵
８
、
〔
第
二
紙
〕
絵
９
、
〔
第
三
紙
〕
絵
10
、
〔
第
四
～
五
紙
〕
詞
書
10
（
一
四
＋
一
七
行
）
、
〔
第
六
～

九
紙
〕
詞
書
11
（
一
八
＋
一
九
＋
九
＋
一
一
行
）
、
〔
第
一
〇
・
一
一
紙
〕
後
補
の
白
紙

・
制
作
年
代　

江
戸
前
期
か
（
年
記
不
載
）　

・
補
修
等　

現
在
の
装
丁
は
、
原
装
か
ら
少
な
く
と
も
一
度
装
丁
さ
れ
直
し
た
後
に
、
近
代
に
再
度
補
修
し
た
も
の
で
あ
る
。
軸
・
表

紙
・
紐
は
、
近
代
の
修
補
に
よ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
紙
や
糊
の
状
態
か
ら
、
各
巻
の
絵
を
ま
と
め
た
時
と
、
表
紙
・
軸
・
紐
を
付
け

替
え
た
補
修
は
別
の
時
に
行
わ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
料
紙
は
、
厚
い
斐
紙
で
、
各
紙
に
は
金
色
で
草
木
・
水
辺
な
ど
の
絵
を
散
ら

書
き
し
て
配
し
た
、
豪
華
な
も
の
で
あ
る
。

大
正
大
学
附
属
図
書
館
蔵
『
い
そ
ざ
き
』
は
巻
子
本
三
巻
（
上
・
中
・
下
）
で
あ
る
。
絵
巻
の
一
般
的
な
形
式
と
し
て
は
、
詞
書
が
あ

り
、
次
に
そ
の
詞
書
に
対
応
す
る
絵
が
配
さ
れ
、
ま
た
次
の
詞
書
２
と
そ
の
内
容
を
描
い
た
絵
２
、
次
に
詞
書
３
と
絵
３
と
続
い
て
い
く
。

そ
れ
に
対
し
て
、
大
正
本
の
形
式
は
特
異
で
、
各
巻
と
も
に
、
絵
の
み
が
巻
の
最
初
に
ま
と
め
ら
れ
、
詞
書
が
そ
の
後
に
ま
と
め
て
配
さ

れ
て
い
る
。
例
え
ば
、
上
巻
の
場
合
、
巻
の
頭
に
絵
１
～
４
の
四
面
が
つ
な
げ
て
置
か
れ
、
そ
の
後
に
、
詞
書
１
～
４
が
配
さ
れ
て
い
る
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の
で
あ
る
。
絵
は
、
上
巻
に
四
面
、
中
巻
に
三
面
、
下
巻
の
三
面
の
合
計
一
〇
面
が
あ
る
。

三
巻
と
も
に
、
絵
が
巻
の
は
じ
め
に
ま
と
め
て
置
か
れ
て
い
る
の
だ
が
、
そ
の
絵
は
、
料
紙
を
た
だ
つ
な
い
で
い
る
の
で
は
な
く
、
一

枚
の
絵
ご
と
に
上
下
左
右
に
金
色
無
地
の
紙
を
額
縁
の
よ
う
に
貼
っ
て
仕
立
て
て
い
る
。
書
誌
情
報
の
各
紙
寸
法
で
、
上
巻
・
中
巻
の
絵

の
部
分
に
（
＋
二
・
八
糎
）、
下
巻
に
（
＋
二
・
四
糎
）
と
し
て
記
し
た
の
は
、
絵
と
絵
の
間
に
金
色
無
地
の
縁
が
設
け
ら
れ
て
い
る
部
分

で
あ
る
。
各
巻
と
も
に
、
最
後
の
絵
と
、
最
初
に
く
る
詞
書
の
料
紙
と
の
間
に
、
こ
の
金
色
の
縁
（
継
ぎ
目
）
は
な
い
。

絵
の
顔
料
は
、
い
わ
ゆ
る
奈
良
絵
の
顔
料
で
は
な
く
、
大
和
絵
を
思
わ
せ
る
も
の
で
あ
る
。
絵
師
の
名
前
は
不
明
な
が
ら
、
絵
は
端
麗

で
あ
り
、
岩
崎
氏
が
指
摘
し
た
よ
う
に
、
力
量
の
あ
る
絵
師
の
手
に
よ
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

詞
書
は
、
字
高
が
約
三
〇
・
五
糎
、
一
行
は
約
二
〇
字
程
度
で
記
さ
れ
、
詞
書
の
最
終
の
数
行
は
、
散
ら
し
書
き
と
な
っ
て
い
る
。
筆

者
に
つ
い
て
の
記
載
は
本
書
に
は
な
く
、
徴
証
も
な
い
。
美
し
い
筆
致
で
あ
る
も
の
の
、
そ
の
筆
者
は
未
詳
で
あ
る
。

大
正
本
の
現
装
に
見
る
特
徴
と
し
て
は
、
ま
ず
何
よ
り
、
こ
の
絵
と
詞
書
の
配
置
が
挙
げ
ら
れ
る
。
絵
を
巻
子
本
の
前
半
に
ま
と
め
、

金
紙
で
縁
取
り
を
し
て
囲
み
、
巻
頭
の
絵
だ
け
を
続
け
て
鑑
賞
で
き
る
よ
う
な
構
成
に
し
て
い
る
。
縁
で
囲
ん
で
配
列
す
る
絵
の
配
置
の

仕
方
は
、
絵
伝
や
絵
解
き
で
用
い
る
し
つ
ら
い
に
思
え
る
。
文
字
を
見
ず
、
絵
だ
け
を
鑑
賞
し
た
り
、
絵
の
み
を
使
っ
た
絵
解
き
を
す
る

目
的
が
考
え
ら
れ
る
。

絵
だ
け
が
巻
頭
に
ま
と
め
ら
れ
た
現
状
の
よ
う
な
形
式
は
、
糊
や
料
紙
の
状
態
か
ら
考
え
る
と
、
制
作
時
当
初
か
ら
の
も
の
と
は
思
え

な
い
。
上
中
下
巻
と
も
に
、
詞
書
と
絵
の
内
容
が
対
応
す
る
こ
と
か
ら
、
も
と
も
と
は
、
巻
一
の
場
合
、
詞
書
１
の
後
に
絵
１
、
詞
書
２

の
後
に
絵
２
、
詞
書
３
の
後
に
絵
３
、
詞
書
４
の
後
に
絵
４
と
、
一
般
的
な
絵
巻
の
構
成
を
し
て
い
た
も
の
を
、
後
に
、
現
状
の
よ
う
な

配
列
に
仕
立
て
直
し
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。
さ
ら
に
ま
た
後
に
、
裏
打
補
修
な
ど
の
修
理
を
行
い
、
軸
や
表
紙
を
作
り
直
し
て
、
現
在

の
状
態
に
至
っ
て
い
る
と
考
え
て
い
る
。
冊
子
本
を
巻
子
本
に
直
し
た
も
の
と
は
考
え
に
く
い
。　

詞
書
の
内
容
は
、『
い
そ
ざ
き
』の
諸
伝
本
と
比
し
て
大
き
く
差
異
が
あ
る
。巻
上
な
ど
は
近
似
す
る
が
、中
巻
後
半
か
ら
下
巻
に
か
け
て
、

後
半
に
な
る
と
大
き
く
違
い
の
あ
る
箇
所
が
見
ら
れ
る
。
大
正
本
は
絵
も
ま
た
特
徴
的
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
点
に
つ
い
て
は
、後
述
す
る
。

六



大
正
大
学
附
属
図
書
館
所
蔵
『
い
そ
ざ
き
（
磯
崎
）』
を
め
ぐ
る
一
考
察

51

三
、
大
正
大
学
附
属
図
書
館
所
蔵
『
い
そ
ざ
き
』
の
諸
伝
本
間
に
お
け
る
位
置
づ
け

こ
れ
ま
で
の
研
究
で
は
、
大
正
本
以
外
、
現
存
が
確
認
さ
れ
る
十
数
本
の
全
て
の
伝
本
に
つ
い
て
分
析
検
討
が
な
さ
れ
て
き
た
（
８
）

。
先
行

研
究
で
示
さ
れ
た
伝
本
の
分
類
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

◎
伝
本
の
分
類

（
一
）
デ
ン
バ
ー
絵
巻
系

　
（
イ
）・
デ
ン
バ
ー
美
術
館
所
蔵
（
室
町
末
）
絵
巻　

大
二
軸
（『
在
外
奈
良
絵
本
』
な
ど
に
所
収
（
９
）
）

　
　
　

・
慶
應
大
学
所
蔵
（
江
戸
初
期
）（
横
山
重
氏
旧
蔵
）
奈
良
絵
本　

横
一
冊

　
　
　
　
（『
影
印
室
町
物
語
集
成
』
四
、『
室
町
時
代
物
語
大
成
』
補
遺
一
、

　
　
　
　
　
『
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
』
な
ど
に
所
収（

（1
（

）

　
　
　

・
中
野
荘
次
氏　

奈
良
絵
本
（
挿
絵
欠
）　

横
一
冊

　
（
ロ
）
東
京
大
学
国
文
学
研
究
室
（
高
野
辰
之
旧
蔵
本
）（
江
戸
初
）
奈
良
絵
本　

横
二
冊

　
　
　
　
　
（『
岩
波
文
庫
』
所
収
、『
国
文
学
踏
査
』
二
に
解
説
）

（
二
）
版
本
系

　
（
イ
）・
寛
文
七
年
松
会
刊
絵
入
大
本
（
慶
応
大
学
図
書
館
蔵
赤
木
文
庫
旧
蔵
）
二
巻

　
　
　
　
（『
室
町
時
代
物
語
集
』
四
に
所
収
）

　
　
　

・
京
都
大
学
国
文
学
研
究
室　

昭
和
十
二
年
写
本　

二
冊

　
　
　

・
慶
応
大
学
図
書
館
蔵
赤
木
文
庫
旧
蔵
（
江
戸
初
期
）
奈
良
絵
本　

横
大
二
冊

　
　
　
　
（『
室
町
時
代
物
語
大
成
』
二
に
翻
刻
、『
太
陽
古
典
と
絵
巻
シ
リ
ー
ズ　

お
伽
草
子
』
に
全
図
が
所
収
）

七
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・
東
京
大
学
国
文
学
研
究
室
所
蔵　

奈
良
絵
本　

半
二
帖

　
（
ロ
）・
天
理
大
学
附
属
天
理
図
書
館
所
蔵　

奈
良
絵
本　

横
二
冊

　
　
　
　
（
昭
和
十
一
年
吉
永
孝
雄
謄
写
版
、
解
題
の
み
『
室
町
時
代
物
語
集
』
四
に
あ
り
）

　
　
　

・
國
學
院
大
学
図
書
館
所
蔵　

奈
良
絵
本　

二
帖

　
　
　

・
小
野
幸
氏
蔵　

奈
良
絵
本　

横
二
冊

　
　
　

・
個
人
蔵　

奈
良
絵
本　

横
二
冊

　
　
　

・
個
人
蔵　

奈
良
絵
本　

横
一
冊（

（1
（

　
　
　

・
石
川
透
氏
蔵（

（1
（

（
三)

大
正
本
系

　
　
　

・
大
正
大
学
附
属
図
書
館
蔵　

絵
巻　

大
三
巻

先
行
研
究
を
ま
と
め
る
と
、
以
上
の
よ
う
に
大
き
く
、
デ
ン
バ
ー
美
術
館
所
蔵
の
デ
ン
バ
ー
絵
巻
系
と
、
寛
文
七
年
に
版
行
さ
れ
た
版

本
系
に
大
別
さ
れ
、
さ
ら
に
細
か
く
分
け
ら
れ
て
い
る
が
、
い
ず
れ
も
本
文
に
大
き
な
差
異
は
な
い
と
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
大

正
本
は
、
こ
れ
ら
の
諸
伝
本
と
本
文
や
絵
に
大
き
な
違
い
が
あ
る
た
め
、
第
三
の
系
統
を
想
定
し
て
別
に
立
て
て
お
き
た
い
。

そ
れ
で
は
、
具
体
的
に
本
文
を
他
伝
本
と
比
較
し
て
み
る
。〔
表
一
〕
は
、
大
正
本
『
い
そ
ざ
き
』
の
詞
書
１
・
冒
頭
の
部
分
を
、
他

本
と
比
較
し
て
み
た
も
の
で
あ
る
。

八

〔
表
一
〕
大
正
本
『
い
そ
ざ
き
』
と
他
伝
本
と
の
比
較
（
上
巻
・
詞
書
１
）〔
稿
末
・
写
真
１
〕          

　

＊
対
校　
（
デ
）
…
デ
ン
バ
ー
本
、（
慶
）
…
慶
應
大
学
本
、（
刊
）
…
寛
文
七
年
松
会
刊
絵
入
本（

（1
（
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九

〔
表
一
〕
大
正
本
『
い
そ
ざ
き
』
と
他
伝
本
と
の
比
較
（
上
巻
・
詞
書
１
）〔
稿
末
・
写
真
１
〕          

　

＊
対
校　
（
デ
）
…
デ
ン
バ
ー
本
、（
慶
）
…
慶
應
大
学
本
、（
刊
）
…
寛
文
七
年
松
会
刊
絵
入
本（

（1
（

そ
れ
、
こ
ん
し
や
う
は
夢
の
う
ち
の
ゆ
め
、
た
れ
か
百

年
の
よ
は
ひ
を
た
も
た
ん
。
は
ん
し
は
み
な
む
な
し
。
い

つ
れ
か
し
や
う
ち
う
の
お
も
ひ
を
な
さ
ん
。
松
は
千
と

せ
を
ふ
る
と
い
へ
と
も
、
つ
ゐ
に
く
つ
る
と
き
は
、
き
ん

花
一
日
の
栄
に
は
し
か
し
。
は
な
も
も
み
ち
も
一

さ
か
り
、
風
ふ
か
ぬ
ま
の
い
の
ち
な
る
に
、
な
に
は

の
こ
と
も
、
よ
し
あ
し
の
、
ま
ち
か
き
ほ
と
に
、
と
は
れ

ね
は
、
人
の
つ
ら
さ
は
、
身
の
う
き
こ
と
ゝ
お
も
ひ
な
せ
。

に
く
み
ね
た
み
給
ふ
事
、
あ
さ
ま
し
き
御
事
な
り
。
さ

れ
は
下
つ
け
の
く
に
、
日
光
山
の
ふ
も
と
に
、

い
そ
さ
き
殿
と
て
、
か
く
れ
な
き
さ
ふ
ら
ひ
一
人
あ
り

け
る
か
、
よ
り
と
も
の
御
と
き
、
ほ
ん
り
や
う
さ
う
い

し
て
、
一
両
年
あ
り
け
り
。
あ
ん
と
の
た
め
に
、
さ
い
か

ま
く
ら
に
あ
り
け
る
か
、
る
す
の
女
は
う
、
よ
ろ
つ
の

い
と
な
み
を
し
侍
り
け
る
。
あ
る
と
き
は
か
ゝ
み
を
し

ろ
な
し
、
い
し
や
う
を
こ
し
ら
へ
て
の
ほ
せ
、
そ
の
家

の
神
仏
に
、
今
一
度
ほ
ん
り
や
う
に
あ
ん
と

さ
せ
て
た
ひ
た
ま
へ
と
、
あ
け
暮
き
せ
い
し
け
る
に

よ
つ
て
、
や
か
て
ほ
ん
り
や
う
に
あ
ん
と
し
て
、
下
野

に
そ
く
た
り
け
る
。
お
と
こ
の
こ
ゝ
ろ
の
つ
た
な
さ
は
、

別
の
女
房
を
つ
れ
て
く
た
り
、
ほ
り
よ
り
そ
と
に
、

こ
ん
し
や
う
…
一
し
や
う
（
デ
・
慶
）

よ
し
あ
し
の
…
あ
し
か
き
の
（
デ
・
慶
・
刊
）

つ
ら
さ
は
…
つ
ら
さ
か
（
刊
）、
つ
ら
き
か
（
デ
・
慶
）

う
き
こ
と
ゝ
…
う
き
と（
デ
・
慶
・
刊
）、ね
た
み
給
ふ
…
ね
た
む（
デ
・
慶
）

か
く
れ
な
き
…
ナ
シ
（
デ
・
慶
・
刊
）

さ
い
か
ま
く
ら
に
あ
り
け
る
か
…
さ
い
か
ま
く
ら
し
け
り
（
デ
・
慶
・

刊
）、
よ
ろ
つ
の
…
よ
ろ
つ
（
刊
）、
し
侍
り
け
る
…
し
（
デ
・
慶
・
刊
）、

し
ろ
な
し
…
し
ろ
か
へ
（
デ
・
慶
・
刊
）

こ
し
ら
へ
て
…
こ
し
ら
へ
な
と
し
て
（
デ
・
慶
）

神
仏
…
神
や
仏
（
デ
・
慶
）、
ほ
ん
り
や
う
に
…
本
り
や
う
（
デ
・
慶
・

刊
）、
た
ひ
た
ま
へ
…
給
は
れ
（
刊
）

よ
つ
て
…
よ
つ
て
や
ら
ん（
デ
・
慶
）、ほ
ん
り
や
う
に
…
本
り
や
う（
デ
・

慶
・
刊
）、
下
野
に
そ
…
下
野
に
（
デ
・
慶
・
刊
）、
く
た
り
け
る
…
く

た
り
け
る
に
（
デ
・
慶
）、
ほ
り
よ
り
…
ほ
り
（
デ
・
慶
）
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右
の
本
文
は
、
大
正
本
『
い
そ
ざ
き
』
の
冒
頭
箇
所
で
あ
る
。
こ
の
部
分
は
他
本
と
大
き
く
は
違
わ
な
い
も
の
の
細
か
な
違
い
が
確
認

で
き
る
。
デ
ン
バ
ー
本
・
慶
應
本
と
、
刊
本
系
と
の
間
で
細
か
く
比
較
す
る
と
、
大
正
本
は
刊
本
系
に
近
い
点
が
多
い
。
た
だ
し
、
大
正

大
の
み
の
本
文
も
多
く
確
認
で
き
た
。
ま
た
、
デ
ン
バ
ー
本
で
は
、「
あ
た
ら
し
殿
と
な
つ
け
を
き
け
り
」
と
あ
る
後
に
、
絵
１
が
入
り
、

＊
印
「
家
の
女
房
お
も
ふ
や
う
」
か
ら
次
の
詞
書
（
詞
書
２
）
と
な
っ
て
い
る
。
そ
し
て
※
印
、
大
正
本
の
詞
書
１
の
最
後
の
文
は
、「
明

け
暮
れ
う
ら
み
か
こ
ち
け
る
ほ
ど
に
、
お
と
こ
申
し
け
る
は
」
と
、
夫
婦
の
会
話
が
続
く
「
詞
書
２
」
の
内
容
と
な
っ
て
い
る
。
大
正
本

は
、
＊
の
箇
所
は
絵
は
入
ら
ず
前
後
の
詞
書
が
続
き
、
※
の
「
明
け
暮
れ
う
ら
み
か
こ
ち
け
る
。」
で
「
詞
書
１
」
を
結
ん
で
い
る
。

物
語
が
進
む
と
、
さ
ら
に
異
同
の
大
き
な
箇
所
が
出
て
く
る
。
ま
た
上
巻
の
後
半
か
ら
中
巻
・
下
巻
へ
と
、
他
本
と
異
な
る
本
文
も
確

認
で
き
る
。
少
し
例
を
挙
げ
て
み
る
。

大
正
本
で
は
上
巻
最
後
の
詞
書
４
、
本
妻
が
部
屋
に
押
し
入
り
新
妻
を
襲
う
場
面
を
、
デ
ン
バ
ー
本
な
ど
他
本
で
は
次
の
よ
う
に
記
す
。

一
〇

家
つ
く
り
、
あ
た
ら
し
殿
と
名
つ
け
け
り
。

（
デ
ン
バ
ー
本
・
絵
１
）

＊
家
の
女
房
お
も
ふ
や
う
、

あ
ら
は
ら
立
や

我
よ
ろ
つ
の

い
と
な
み
を
し
て
在
鎌
倉
を

と
ゝ
け
け
る
か
ひ
も
な
く
、

か
ゝ
る
ふ
る
ま
ひ

な
さ
け
な

き
ふ
る
ま
ひ
か
な
と
、

明
暮
う
ら
み

か
こ
ち
け
る
。
※

家
…
家
を
（
デ
・
慶
）、
名
つ
け
け
り
…
な
つ
け
を
き
け
り
（
デ
・
慶
）

は
ら
立
や
…
は
ら
た
ち
の
事
や
（
デ
・
慶
）

と
ゝ
け
け
る
…
と
ゝ
け
た
る
（
デ
・
慶
）

ふ
る
ま
ひ
…
ふ
る
ま
ひ
の
（
デ
・
慶
）

ふ
る
ま
ひ
か
な
…
事
よ
（
デ
・
慶
・
刊
）

か
こ
ち
け
る
…
か
こ
ち
け
る
ほ
と
に
（
デ
・
慶
・
刊
）
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・
も
と
の
女
は
う
是
を
き
ゝ
、
な
を
も
は
ら
や
た
き
け
む
、
あ
ら
は
ら
た
ち
や
、
い
て
と
つ
て
ゆ
か
む
と
い
ひ
て
、
あ
ひ
の
し
や
う
し

を
は
ね
や
ふ
り
、
（
デ
ン
バ
ー
本
）

・
元
の
女
房
、
こ
れ
を
聞
き
、
な
ほ
も
腹
や
立
ち
け
ん
。
「
あ
ら
腹
立
ち
や
。
い
で
、
取
つ
て
ゆ
か
ん
」
と
言
ひ
て
、
間
の
障
子
を
跳

ね
破
り
、
（
慶
応
本
）

・
も
と
の
女
は
う
、
こ
れ
を
き
ゝ
、
な
を
も
は
ら
た
ち
、
「
あ
ら
は
ら
た
ち
や
。
い
て
〳
〵
、
と
つ
て
ゆ
か
ん
」
と
い
ふ
ま
ゝ
に
、
あ

い
の
し
や
う
じ
を
は
ね
や
ふ
り
て
、
（
石
川
氏
本
）

新
妻
た
ち
が
磯
崎
の
帰
り
を
待
ち
わ
び
る
や
り
と
り
を
し
て
い
る
の
を
聞
い
て
腹
が
立
っ
た
本
妻
が
、「
さ
あ
、取
っ
て
行
こ
う
」と
言
っ

て
、
障
子
を
蹴
破
っ
て
部
屋
に
押
し
入
っ
て
い
く
場
面
で
あ
る
。
本
妻
の
こ
の
言
葉
を
、
新
全
集
の
現
代
語
訳
で
は
「
よ
し
、
連
れ
去
っ

て
行
こ
う
」
と
す
る
が
、こ
れ
で
は
こ
の
後
、杖
で
打
ち
殺
す
内
容
に
文
意
が
つ
な
が
ら
な
い
。
こ
の
点
、大
正
本
で
は
次
の
よ
う
に
記
す
。

・
も
と
の
女
房
こ
れ
を
き
ゝ
、
「
あ
ら
は
ら
た
ち
や
、
い
て
〳
〵
、
お
も
ひ
を
し
ら
せ
む
」
と
て
、
つ
え
を
お
つ
取
、
「
う
ち
こ
ろ
さ

ん
」
と
い
ふ
ま
ゝ
に
、
あ
ひ
の
し
や
う
し
を
け
や
ふ
り
て
、
女
は
う
の
ね
や
に
つ
つ
と
と
ん
て
い
り
け
れ
は
、

腹
の
立
っ
た
本
妻
は
、「
さ
あ
さ
あ
私
の
思
い
を
わ
か
ら
せ
よ
う
」
と
い
う
こ
と
で
、
杖
を
取
り
、「
打
ち
殺
そ
う
」
と
言
い
な
が
ら
、

間
の
障
子
を
蹴
破
り
、
新
妻
の
寝
屋
に
飛
ん
で
入
っ
て
い
っ
た
と
こ
ろ
、
と
い
う
内
容
で
あ
る
。
特
に
諸
本
の
「
取
つ
て
ゆ
か
ん
」
で
は

意
味
が
通
り
に
く
い
と
こ
ろ
を
、「
思
ひ
を
知
ら
せ
む
」
だ
と
意
味
が
通
る
。

ま
た
、
本
妻
が
、
鬼
の
面
や
赤
頭
、
杖
が
外
れ
な
く
な
っ
た
の
を
恥
じ
て
山
に
逃
げ
た
の
を
、
息
子
が
探
し
に
行
く
場
面
に
注
目
す
る
。

・
か
く
て
、
か
の
女
房
の
御
子
に
稚
児
一
人
侍
り
。
日
光
山
の
稚
児
学
生
に
て
、
隠
れ
な
く
こ
そ
聞
こ
え
給
ひ
け
れ
。
（
慶
応
本
）

・
こ
の
女
は
う
の
御
子
に
、
ち
こ
一
人
あ
り
。
に
つ
く
は
う
さ
ん
の
ち
こ
に
て
、
か
く
も
ん
し
や
に
そ
か
く
れ
な
し
。
（
石
川
氏
本
）

　

諸
本
、
大
方
こ
の
よ
う
な
内
容
で
あ
る
が
（
デ
ン
バ
ー
本
は
欠
脱
箇
所
）
、
大
正
本
は
少
し
違
う
。

・
こ
の
女
は
う
の
子
に
、
ち
こ
二
人
あ
り
け
る
か
、
日
く
は
う
さ
ん
の
一
の
か
く
し
や
う
に
て
、
か
く
れ
な
き
ち
ゑ
し
や
に
て
お
は
し

ま
す
か
、
こ
の
事
を
き
こ
し
め
し
給
ひ
、

一
一
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大
正
本
で
は
、
息
子
は
二
人
い
て
、
二
人
と
も
日
光
山
の
稚
児
で
あ
り
隠
れ
無
き
智
恵
者
だ
と
い
う
の
で
あ
る
。
た
だ
し
絵
に
は
一
人

し
か
描
か
れ
ず
、
本
文
で
も
特
段
二
人
に
役
割
は
な
い
よ
う
で
あ
る
。
こ
う
し
た
他
本
と
の
違
い
は
、
各
所
に
見
ら
れ
る
。

ま
た
中
巻
か
ら
下
巻
に
か
け
て
大
き
く
異
な
り
、
特
に
下
巻
は
構
成
か
ら
異
な
っ
て
い
る
。
大
正
本
の
場
合
、
中
巻
で
す
で
に
磯
崎
殿

は
出
家
し
て
い
て
、下
巻
は
、「
昔
の
例
」
を
挙
げ
て
い
く
構
成
で
あ
る
。
下
巻
は
、安
房
国
の
壬
生
忠
義
の
女
房
の
話
を
挙
げ
（
他
本
で
は
、

稚
児
が
母
を
諭
す
場
面
で
例
と
し
て
語
ら
れ
る
）、
一
人
の
女
の
悪
念
が
三
人
を
成
仏
さ
せ
る
こ
と
、
女
房
の
た
め
に
家
や
身
を
失
っ
た

男
性
の
例
、
女
人
を
成
仏
得
脱
さ
せ
る
血
盆
経
の
話
と
あ
り
、
道
成
寺
説
話
で
物
語
を
結
ぶ
〔
稿
末
・
写
真
２
参
照
〕。
こ
の
終
わ
り
方

に
つ
い
て
、臨
川
書
店
の『
日
本
書
古
書
目
録
』の
解
題
で
は
、「
物
語
の
末
尾
に
あ
た
る
部
分
を
欠
く
」と
見
な
し
て
い
る（

（1
（

。
大
正
本
で
も
、

各
詞
書
の
終
わ
り
を
散
ら
し
書
き
に
し
て
い
る
こ
と
を
考
え
る
と
、
下
巻
の
最
後
だ
け
が
通
常
の
書
き
方
で
散
ら
し
書
き
で
は
な
い
点
は

不
審
で
あ
る
が
、
下
巻
本
文
が
最
後
も
含
め
て
石
川
氏
本
に
近
似
し
て
い
る（

（1
（

こ
と
な
ど
か
ら
、
こ
う
し
た
結
末
の
構
成
を
す
る
伝
本
も
あ

る
と
い
う
想
定
も
可
能
な
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
る
。

本
文
の
比
較
検
討
や
内
容
の
分
析
に
つ
い
て
は
、
さ
ら
な
る
詳
細
な
精
査
が
必
要
で
あ
り
、
改
め
て
別
稿
を
期
し
た
い
。

四
、
大
正
本
『
い
そ
ざ
き
』
の
絵
に
つ
い
て
の
比
較
検
討

次
に
、
絵
の
部
分
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
大
正
本
は
、
全
部
で
十
面
あ
る
。
絵
の
数
と
し
て
は
、
デ
ン
バ
ー
本
の
絵
巻
と
同
じ
で
あ
る

が
、
そ
の
内
容
は
か
な
り
異
な
っ
て
い
る（

（1
（

。
以
下
に
、
大
正
本
と
デ
ン
バ
ー
本
と
絵
の
比
較
を
し
て
み
た
。

一
二
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一
三

〔
表
２
〕
大
正
本
『
い
そ
ざ
き
』
と
デ
ン
バ
ー
本
と
の
絵
図
対
照
表

場
面

大
正
本

デ
ン
バ
ー
本

 

１

磯
崎
殿
と
新
し
い
妻

上
巻
絵
１

○

 

２

磯
崎
殿
が
鎌
倉
に
出
立

上
巻
絵
２

×

 

３

本
妻
が
鬼
の
面
を
付
け
て
の
ぞ
き
見
す
る

上
巻
絵
３

○

 

４

本
妻
が
新
妻
を
打
ち
殺
す

上
巻
絵
４
〔
写
真
３
〕

○

鬼
姿
の
女
房
が
、
若
い
女
房
を
踏
む

×

○

 

５

山
中
の
本
妻
の
鬼
姿

中
巻
絵
５
〔
写
真
４
〕

○

僧
侶
の
姿

×

○

 

６

鬼
姿
の
母
を
さ
と
す
息
子
の
稚
児

中
巻
絵
６

○

 

７

母
か
ら
鬼
の
面
が
取
れ
る

中
巻
絵
７
〔
写
真
５
〕

○

室
内
の
磯
崎
殿
と
家
臣
た
ち

×

○

出
家
し
た
女
房

×

○

 

８

山
伏
を
追
い
か
け
る
女

下
巻
絵
８
〔
写
真
６
〕

×

 

９

僧
侶
と
対
面
す
る
蛇
体
の
女

下
巻
絵
９
〔
写
真
７
〕

×

 

10

祈
る
僧
侶

下
巻
絵
10

×

右
の
表
で
、絵
の
細
部
の
違
い
は
あ
っ
て
も
お
お
よ
そ
絵
の
内
容
が
一
致
す
る
か
ど
う
か
を
○
×
で
示
し
た
。
表
か
ら
わ
か
る
よ
う
に
、

絵
数
は
同
じ
十
面
で
も
、
取
り
上
げ
て
い
る
場
面
が
異
な
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
ま
た
特
に
下
巻
の
絵
は
、
全
く
異
な
っ
て
い
る
。
こ

れ
は
大
正
本
の
下
巻
本
文
の
内
容
構
成
が
、
他
本
と
全
く
異
な
っ
て
い
る
こ
と
と
関
係
し
て
い
る
だ
ろ
う
。

注
目
し
た
い
の
は
〔
写
真
３
〕
の
本
妻
が
新
妻
を
打
ち
殺
す
場
面
で
あ
る
。
デ
ン
バ
ー
本
を
は
じ
め
と
す
る
諸
本
が
、
①
部
屋
に
入
り
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杖
を
振
り
上
げ
て
叩
き
、
恐
怖
を
感
じ
た
女
房
達
が
逃
げ
て
い
く
場
面
と
、
②
本
妻
が
新
妻
の
髪
を
つ
か
ん
で
踏
み
つ
け
る
場
面
が
分
け

て
書
か
れ
る
の
に
対
し
て
、
大
正
本
は
、
①
本
妻
が
杖
を
振
り
上
げ
て
新
妻
を
打
ち
、
女
房
達
が
逃
げ
て
行
く
と
こ
ろ
と
、
②
新
妻
の
髪

を
つ
か
ん
で
踏
み
つ
け
る
場
面
が
一
度
に
合
わ
せ
て
書
か
れ
て
い
る
。

〔
写
真
４
〕
は
鬼
の
面
の
描
か
れ
方
が
、
他
本
と
相
違
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。〔
写
真
５
〕
は
鬼
の
面
、
赤
頭
、
杖
が
取
れ
た

場
面
で
あ
る
が
、〔
写
真
４
〕
と
比
較
す
る
と
、〔
写
真
４
〕
は
手
ま
で
鬼
に
な
っ
て
い
た
の
が
、〔
写
真
５
〕
で
は
母
は
す
っ
か
り
人
間

の
姿
に
戻
っ
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。〔
写
真
６
〕
と
〔
写
真
７
〕
は
、
下
巻
の
絵
を
載
せ
た
。〔
写
真
６
〕
の
山
伏
を
追
い
か
け
る

女
の
絵
は
、
赤
木
本
・
東
大
国
文
本
・
天
理
本
な
ど
に
見
ら
れ
る
こ
と
は
報
告
さ
れ
て
い
る
が
、〔
写
真
７
〕
の
場
合
、
こ
れ
は
恐
ら
く
、

壬
生
忠
義
の
妻
と
僧
の
や
り
と
り
の
場
面
と
思
わ
れ
る
が
、
他
本
に
は
見
ら
れ
な
い
絵
で
あ
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
大
正
大
本
は
、
本
文
に
も
絵
に
も
独
自
な
点
が
あ
り
、
本
文
の
内
容
・
構
成
の
面
か
ら
も
、
大
小
の
差
異
が
あ
り
、

物
語
の
結
び
方
も
異
な
っ
て
い
る
。
こ
う
し
た
構
成
に
つ
い
て
、
臨
川
書
店
の
目
録
解
題（

（1
（

で
は
、
他
の
伝
本
を
改
編
し
た
異
本
と
す
る
が
、

大
正
本
が
よ
り
原
態
に
近
く
、
他
本
が
物
語
を
敷
衍
潤
色
し
て
、
現
在
の
よ
う
な
内
容
を
整
え
て
い
っ
た
と
考
え
る
こ
と
も
で
き
る
の
で

は
な
い
だ
ろ
う
か
。
い
ず
れ
に
し
て
も
絵
の
分
析
も
、
本
文
の
精
査
と
合
わ
せ
て
、
今
後
さ
ら
に
検
討
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

五
、
大
正
大
学
附
属
図
書
館
所
蔵
『
い
そ
ざ
き
』
の
意
義

最
後
に
、『
い
そ
ざ
き
』
の
主
題
に
つ
い
て
述
べ
て
お
き
た
い
。『
い
そ
ざ
き
』
の
主
題
に
つ
い
て
は
、
様
々
に
論
じ
ら
れ
て
き
た
が
、

以
下
の
四
つ
の
観
点
に
ま
と
め
ら
れ
る
。

Ａ
女
の
妄
執
、
妬
婦
譚

一
四
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Ｂ
鬼
面
（
取
れ
な
い
面
）

Ｃ
「
後う
わ

妻な
り

打
ち
」

Ｄ
唱
導
、
禅
の
法
談
、
女
人
救
済

そ
れ
で
は
、
一
点
ず
つ
、
確
認
し
て
み
よ
う
。
Ａ
の
「
女
の
妄
執
、
妬
婦
譚
」
に
つ
い
て
は
、
嫉
妬
の
余
り
新
妻
を
殺
し
て
し
ま
う
よ

う
に
、
女
性
に
は
激
し
く
恐
ろ
し
い
ま
で
の
情
念
が
あ
る
と
い
う
観
点
か
ら
、『
道
成
寺
縁
起
絵
巻
』
や
『
鉄
輪
』
に
類
似
す
る
と
し
て

論
じ
る
も
の
で
あ
る
。

次
に
、
Ｂ
「
鬼
面
」
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
猿
楽
師
か
ら
面
を
借
り
る
点
に
注
目
し
て
論
ず
る
も
の
で
あ
る
。
日
光
に
は
猿
楽

師
が
行
っ
て
い
た
こ
と
、
猿
楽
が
鬼
を
演
ず
る
職
能
を
持
つ
人
々
で
あ
り
、
猿
楽
の
面
や
装
束
は
、
変
身
す
る
装
置
と
し
て
機
能
し
て
い

た
こ
と
な
ど
に
注
目
し
、
本
妻
が
鬼
面
を
借
り
て
か
ぶ
り
、
本
人
の
意
図
を
越
え
て
本
物
の
鬼
と
な
る
点
を
指
摘
す
る
。
能
楽
研
究
の
面

か
ら
論
じ
ら
れ
る
こ
と
が
多
か
っ
た（

（1
（

。

ま
た
さ
ら
に
発
展
し
て
、
御
伽
草
子
研
究
の
観
点
か
ら
、『
酒
呑
童
子
』（
伊
吹
山
系
）
の
話
に
、
酒
呑
童
子
が
京
都
の
女
子
を
さ
ら
う

よ
う
に
な
る
前
の
話
と
し
て
、
酒
呑
童
子
は
鬼
に
な
る
理
由
と
し
て
、
鬼
の
面
を
か
ぶ
っ
て
鬼
に
な
っ
た
と
す
る
モ
チ
ー
フ
に
注
目
す
る

論
で
あ
る
。
例
え
ば
、
国
上
山
で
神
楽
を
舞
う
稚
児
は
、
あ
ま
り
に
も
美
し
く
て
多
く
の
女
性
か
ら
手
紙
を
も
ら
う
が
、
悪
童
に
よ
っ
て

鬼
の
顔
を
描
か
れ
、
鬼
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
あ
る
い
は
叡
山
の
稚
児
が
風
流
の
鬼
踊
り
の
際
に
付
け
た
鬼
面
が
取
れ
な
く
な
り
、
人
を

食
べ
る
本
物
の
鬼
に
な
っ
た
、
な
ど
と
い
う
話
を
用
い
な
が
ら
考
察
す
る
。

 

次
に
、
Ｃ
「
後う
わ

妻な
り

打
ち
」
の
問
題
で
あ
る
。
こ
れ
は
例
え
ば
、「
嫁
威
肉
附
面
略
縁
起（

（1
（

」
や
、『
蓮
如
上
人
御
教
化　

嫁
威
谷
物
語（

（2
（

』

な
ど
に
は
、
姑
が
嫁
を
い
じ
め
る
話
に
鬼
面
を
か
ぶ
る
と
い
う
点
に
共
通
点
が
見
ら
れ
る
こ
と
や
、
こ
の
姑
の
嫁
い
じ
め
が
、
浄
土
真
宗

の
女
人
教
化
の
説
法
と
し
て
、
日
本
海
側
に
広
が
る
モ
チ
ー
フ
と
し
て
広
が
る
こ
と
に
つ
い
て
解
析
す
る
論
で
あ
る
。
吉
崎
願
慶
寺
を
お

参
り
す
る
嫁
を
、
面
で
威
し
て
邪
魔
を
し
た
姑
の
顔
か
ら
そ
の
面
が
外
れ
な
く
な
る
と
い
う
話
で
、
吉
崎
願
慶
寺
の
場
合
は
、
面
を
外
し

一
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た
僧
侶
を
蓮
如
と
し
て
伝
え
て
い
る
。
ま
た
島
根
県
の
伝
承
で
は
、
永
平
寺
の
こ
と
と
す
る
な
ど
、
宗
派
を
越
え
、
地
域
を
越
え
て
広
く

伝
播
し
た
モ
チ
ー
フ
で
あ
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
て
い
る（

（2
（

。

最
後
に
、
Ｄ
「
唱
導
、
禅
の
法
談
、
女
人
救
済
」
に
つ
い
て
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
嫉
妬
す
る
女
性
、
妄
執
に
と
ら
わ
れ
た
女
性
を
、
座

禅
に
よ
っ
て
救
済
す
る
話
と
い
う
立
場
で
論
ず
る
も
の
で
あ
る
。
ま
た
『
血
盆
経
』
が
語
ら
れ
る
こ
と
な
ど
と
も
か
ら
め
、
嫉
妬
に
狂
っ

て
殺
し
て
し
ま
う
女
性
が
、
最
終
的
に
は
懺
悔
し
、
発
心
出
家
す
る
こ
と
を
結
末
と
す
る
点
に
注
目
す
る
も
の
で
あ
る（

（2
（

。
早
く
、
高
野
辰

之
氏
が
「
曹
洞
禅
」
の
話
だ
と
指
摘
し
て
以
来
、「
禅
宗
的
」
と
い
う
前
提
で
論
じ
ら
れ
て
い
る
論
も
多
い
が
、
諸
論
を
見
る
と
、「
座
禅
」

を
理
由
に
禅
宗
と
述
べ
て
い
る
も
の
も
見
ら
れ
る
。
座
禅
は
禅
宗
だ
け
が
行
う
も
の
で
は
な
く
、
ま
た
「
日
光
山
の
稚
児
」
が
重
要
な
役

割
を
果
た
し
て
い
る
こ
と
や
、
稚
児
の
言
葉
に
各
宗
へ
の
配
慮
も
見
ら
れ
る
こ
と
を
考
え
る
と
、「
禅
宗
」
の
み
に
限
定
し
て
論
ず
る
こ

と
は
避
け
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

日
光
山
の
稚
児
に
つ
い
て
や
女
人
救
済
へ
の
視
点
な
ど
、
主
題
や
内
容
の
検
討
に
つ
い
て
は
、
後
日
別
稿
に
改
め
た
い
。

六
、
お
わ
り
に

『
い
そ
ざ
き
』
は
、
そ
の
内
容
の
特
異
な
点
や
モ
チ
ー
フ
の
多
様
性
か
ら
、
様
々
な
角
度
か
ら
研
究
さ
れ
て
き
た
。
ま
た
伝
本
研
究
も

詳
細
に
尽
く
さ
れ
て
き
た
作
品
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
絵
巻
は
デ
ン
バ
ー
本
が
現
存
唯
一
の
も
の
で
あ
る
と
い
う
状
況
で
研
究
が
進
め
ら
れ

て
き
た
。
し
か
し
こ
の
度
、
大
正
大
学
附
属
図
書
館
が
、
完
存
す
る
『
い
そ
ざ
き
』
の
絵
巻
上
中
下
三
巻
を
所
蔵
す
る
こ
と
が
判
明
し
た
。

絵
巻
の
伝
本
が
出
現
し
た
こ
と
も
重
要
で
あ
り
、
絵
や
本
文
に
諸
伝
本
と
の
相
違
が
確
認
さ
れ
る
こ
と
な
ど
、『
い
そ
ざ
き
』
と
い
う
作

品
を
検
討
す
る
上
で
、
貴
重
な
伝
本
で
あ
る
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

本
文
も
、
大
正
本
が
他
伝
本
よ
り
も
筋
が
通
り
整
っ
て
い
る
と
判
断
で
き
る
箇
所
も
あ
り
、
息
子
を
二
人
と
す
る
独
自
な
部
分
な
ど
、
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大
小
様
々
な
違
い
が
確
認
で
き
て
い
る
。
本
稿
は
、
内
容
の
検
討
に
つ
い
て
論
を
尽
く
せ
て
い
な
い
が
、
ま
ず
は
大
正
大
学
附
属
図
書
館

所
蔵
の
『
い
そ
ざ
き
』
絵
巻
三
巻
に
つ
い
て
紹
介
し
、
諸
伝
本
と
比
較
し
た
特
徴
を
述
べ
た
。

今
後
は
さ
ら
に
内
容
を
精
査
し
、
大
正
本
の
意
義
を
検
討
す
る
と
と
も
に
、『
い
そ
ざ
き
』
と
い
う
物
語
の
意
義
に
つ
い
て
、
考
察
を

深
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　註
（1）
大
正
本
は
、
外
題
も
内
題
も
「
い
そ
さ
き
」
と
仮
名
表
記
す
る
た
め
、
本
稿
に
お
い
て
は
、
通
行
す
る
漢
字
表
記
の
『
磯
崎
』
で
は

な
く
『
い
そ
ざ
き
』
に
統
一
し
て
記
す
。

（2）
高
野
辰
之
「
磯
崎
解
題
」（『
国
文
学
踏
査
』
二
、一
九
三
三
年
六
月
）
に
よ
る
。

（3）
『
い
そ
ざ
き
』
の
研
究
は
、藤
井
貞
和
「
い
そ
ざ
き
」（『
国
文
学
解
釈
と
鑑
賞
』
昭
和
五
十
六
年
十
一
月
号
、至
文
堂
）、沢
井
耐
三
「
お

伽
草
子
『
磯
崎
』
考
―
―
お
伽
草
子
と
説
教
の
世
界
―
―
」（
川
口
久
雄
編
『
古
典
の
変
容
と
新
生
』
明
治
書
院
、一
九
八
四
年
）、『
蓮

如
上
人
絵
伝
の
研
究
』（
蓮
如
上
人
絵
伝
調
査
研
究
班
編
、
東
本
願
寺
出
版
部
、
一
九
九
四
年
）、
佐
谷
眞
木
人
「『
磯
崎
』」（『
国
文

学
解
釈
と
鑑
賞
』
平
成
八
年
五
月
号
（
六
一
・
五
）
至
文
堂
、
一
九
九
六
年
五
月
）
な
ど
を
参
照
し
た
。

（4）
『
い
そ
ざ
き
』
の
伝
本
研
究
と
し
て
は
、
早
く
に
、
松
本
隆
信
『
室
町
時
代
物
語
類
現
存
本
簡
明
目
録
』（『
慶
應
義
塾
大
学
斯
道

文
庫
書
誌
叢
刊
之
二
』
井
上
書
房
、
一
九
六
二
年
）
が
あ
り
四
本
が
掲
載
さ
れ
た
。
ま
た
『
室
町
時
代
物
語
集
』
四
（
井
上
書
房
、

一
九
六
二
年
）
に
、
寛
文
七
年
の
松
会
開
版
の
版
本
の
全
文
翻
刻
と
、
モ
ノ
ク
ロ
の
一
部
挿
絵
が
載
り
、
横
山
重
氏
に
よ
る
①
寛
文

七
年
刊
、
②
天
理
図
書
館
蔵
奈
良
絵
本
二
冊
、
③
横
山
氏
蔵
奈
良
絵
本
一
冊
（
修
理
の
家
で
焼
失
）
の
三
点
の
解
説
が
載
る
。
そ
の

後
、
若
杉
準
治
「
デ
ン
バ
ー
美
術
館
本
「
い
そ
ざ
き
」
絵
巻
に
つ
い
て
」（『
説
話
論
集
』
八
（
絵
巻
・
室
町
物
語
と
説
話
）
清
文
堂

出
版
、
一
九
九
八
年
）
で
は
伝
本
十
三
本
を
挙
げ
、
菅
原
正
子
「
御
伽
草
子
「
磯
崎
」
の
諸
伝
本
と
挿
絵
―
―
猿
楽
の
鬼
の
扮
装
―

―
」（
東
京
女
子
大
学
史
学
研
究
室
『
史
論
』
五
四
、二
〇
〇
一
年
三
月
）
に
は
、
伝
本
九
本
お
よ
び
挿
絵
の
比
較
が
詳
細
に
報
告
さ

一
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れ
て
い
る
。

（5）
挿
絵
の
研
究
と
し
て
は
、
美
濃
部
重
克
「
御
伽
草
子
「
い
そ
ざ
き
」
テ
キ
ス
ト
の
変
容
―
―
絵
巻
か
ら
絵
草
紙
へ
―
―
」（『
中
世
伝

承
文
学
の
諸
相
』、
初
出
『
伝
承
文
学
研
究
』
二
〇
、一
九
七
七
年
）、
美
濃
部
重
克
「
室
町
物
語
の
挿
絵
小
考
」（
日
本
文
学
研
究
資

料
叢
書
『
お
伽
草
子
』
有
精
堂
、
一
九
八
五
年
、
初
出
は
『
南
山
国
文
論
集
』
三
、一
九
七
八
年
一
二
月
）、
若
杉
準
治
「
デ
ン
バ
ー

美
術
館
本
「
い
そ
ざ
き
」
絵
巻
に
つ
い
て
」（
前
掲
註

（4）
）
な
ど
を
参
照
し
た
。
若
杉
氏
は
、
デ
ン
バ
ー
本
の
絵
を
描
い
た
絵
師
は
、

奈
良
絵
本
と
は
別
系
統
の
大
和
絵
の
本
格
的
な
絵
師
で
あ
る
と
指
摘
し
て
い
る
。

（6）
デ
ン
バ
ー
美
術
館
本
は
、『
在
外
奈
良
絵
本
』（
奈
良
絵
本
国
際
研
究
会
議
監
修
、
角
川
書
店
、
一
九
八
一
年
）（
デ
ン
バ
ー
本
の
全

文
翻
刻
、
全
文
白
黒
写
真
版
、
絵
二
面
カ
ラ
ー
写
真
版
と
田
中
文
雅
の
解
説
）
を
参
照
し
た
。
デ
ン
バ
ー
美
術
館
は
ア
メ
リ
カ
合
衆

国
・
コ
ロ
ラ
ド
州
デ
ン
バ
ー
に
あ
る
美
術
館
で
、
デ
ン
バ
ー
本
は
、
海
外
に
所
在
す
る
日
本
の
美
術
品
と
い
う
点
で
早
く
か
ら
注
目

さ
れ
て
い
た
。
一
九
七
〇
年
に
デ
ン
バ
ー
美
術
館
が
購
入
。
平
成
七
年
度
（
一
九
九
五
年
度
）
に
在
外
日
本
古
美
術
修
復
計
画
の
一

環
で
保
存
修
理
が
実
施
さ
れ
、
こ
の
際
、
錯
簡
の
補
正
も
行
わ
れ
た
。
こ
の
修
理
は
、
文
化
庁
美
術
工
芸
課
の
監
督
の
も
と
、
京
都

国
立
博
物
館
文
化
財
保
存
修
理
所
内
（
株
）
墨
申
堂
が
実
施
し
た
。
修
理
後
の
寸
法
は
、
縦
三
二
・
六
糎
、
全
長
、
上
巻
七
三
六
・
四

糎
、
下
巻
七
二
一
・
一
糎
と
の
こ
と
で
あ
る
。

（7）
岩
崎
雅
彦
「
猿
楽
の
説
話
と
鬼
」（『
能
楽
研
究
』
二
六
、二
〇
〇
二
年
三
月
）
は
、『
日
本
書
古
書
目
録
』
八
一
（
臨
川
書
店
、

二
〇
〇
二
年
一
月
）
に
よ
っ
て
記
す
。
こ
の
二
〇
〇
二
年
の
目
録
に
は
、
絵
七
面
の
写
真
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
岩
崎
雅
彦
氏
は
、

こ
の
目
録
掲
載
の
写
真
か
ら
、
本
妻
の
付
け
た
面
に
つ
い
て
、「
面
は
能
面
で
な
く
、
内
側
に
曲
が
っ
た
牛
の
角
様
の
角
が
二
本
生

え
た
面
で
、
牛
頭
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
も
の
の
よ
う
で
あ
る
」
と
諸
伝
本
と
の
違
い
を
指
摘
し
、
ま
た
西
行
の
歌
と
し
て
「
世
の
中
の

を
ん
な
の
こ
ゝ
ろ
す
ぐ
な
ら
ば　

め
う
じ
の
つ
の
や
じ
や
う
ぎ
な
ら
ま
し
」
と
暁
月
坊
（
冷
泉
為
守
）
の
詠
が
引
か
れ
て
い
る
こ
と

を
述
べ
て
い
る
。
ま
た
後
に
『
和
洋
古
書
善
本
特
選
目
録
夏
期
特
集
号
』
一
六
（
臨
川
書
店
、
二
〇
〇
八
年
六
月
）
に
も
、
絵
五
面

の
写
真
と
共
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

一
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（8）
伝
本
研
究
は
、
各
先
行
研
究
（
註

（4）
）
を
参
照
し
た
。

（9）
『
在
外
奈
良
絵
本
』（
註

（6）
）
を
参
照
し
た
。

（10）
『
室
町
時
代
物
語
大
成
』
補
遺
一
に
書
誌
と
翻
刻
、『
室
町
物
語
草
子
集
』（『
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
』
小
学
館
、
二
〇
〇
二
年
）

に
『
磯
崎
』
の
翻
刻
と
解
説
が
載
る
。

（11）
岡
見
弘「「
い
そ
ざ
き
」（
個
人
蔵
奈
良
絵
本
）翻
刻
」（『
大
阪
成
蹊
女
子
短
期
大
学
研
究
紀
要
』二
八
、一
九
九
一
年
三
月
）に
絵
図
版
、

翻
刻
が
紹
介
さ
れ
た
。

（12）
石
川
透
「『
磯
崎
』
翻
刻
」（『
古
典
資
料
研
究
』
五
、二
〇
〇
二
年
六
月
）、
石
川
透
『
室
町
物
語
影
印
叢
刊
３　

磯
崎
』（
三
弥
井
書

店
、
二
〇
〇
一
年
）
に
詳
し
い
。

（13）
そ
れ
ぞ
れ
の
本
文
は
、デ
ン
バ
ー
本
は『
在
外
奈
良
絵
本
』を
、慶
應
大
学
本
は
、『
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
』を
、寛
文
七
年
版
本
は
、

『
室
町
時
代
物
語
集
』
四
に
所
収
さ
れ
た
も
の
を
用
い
た
。

（14）
他
本
と
大
き
く
隔
た
る
下
巻
に
つ
い
て
、
大
正
本
は
石
川
氏
本
と
近
似
す
る
が
、
道
成
寺
説
話
で
山
伏
が
逃
げ
込
む
寺
を
、
石
川
氏

本
が
「
か
ね
ま
き
て
ら
」
と
す
る
の
に
対
し
て
、
大
正
本
は
「
ひ
た
か
て
ら
（
日
高
寺
）」
と
す
る
な
ど
の
相
違
点
も
確
認
で
き
る
。

（15）
『
日
本
書
古
書
目
録
』
八
一
、二
頁
（
前
掲
註

（7）
）
に
よ
る
。
ま
た
『
和
洋
古
書
善
本
特
選
目
録
夏
期
特
集
号
』
一
六
、一
〇
頁
（
前

掲
註

（7）
）
で
は
、「
本
来
の
末
尾
と
は
異
な
る
。」
と
す
る
。

（16）
絵
画
の
比
較
は
、菅
原
正
子
「
御
伽
草
子
「
磯
崎
」
の
諸
伝
本
と
挿
絵
―
猿
楽
の
鬼
の
扮
装
―
」（『
史
論
』
五
四
、二
〇
〇
一
年
三
月
）

に
詳
し
い
。
こ
の
論
で
は
、
物
語
の
舞
台
で
あ
る
日
光
山
と
の
関
係
を
検
討
し
、
物
語
の
成
立
を
考
え
る
。
連
歌
師
宗
長
『
東
路
の

つ
と
』
に
記
さ
れ
る
日
光
山
の
描
写
が
『
磯
崎
』
に
関
係
す
る
こ
と
や
、
日
光
山
を
訪
れ
る
猿
楽
師
は
多
く
、『
磯
崎
』
に
登
場
す

る
「
く
ら
い
ち
大
夫
」
は
『
東
路
の
つ
と
』
の
宮
増
源
三
の
記
述
が
影
響
し
た
こ
と
を
指
摘
、
ま
た
『
磯
崎
』
の
諸
伝
本
を
解
説
し

た
上
に
、
挿
絵
を
比
較
し
て
論
じ
て
い
る
。

（17）
『
和
洋
古
書
善
本
特
選
目
録
夏
期
特
集
号
』
一
六
（
前
掲
註

（7）
）
に
よ
る
。

一
九
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（18）
能
楽
と
の
関
係
で
は
、岩
崎
雅
彦
氏（
前
掲
註

（7）
）が
、鬼
と
芸
能
の
関
係
を
論
ず
る
中
で
、「
御
伽
草
子『
磯
崎
』の
猿
楽
」を
論
じ
、『
磯

崎
』
の
挿
絵
を
詳
細
に
分
析
し
、
室
町
期
の
能
の
演
出
を
正
確
に
反
映
し
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。
ま
た
大
谷
節
子
「
面
に
刻
ま

れ
た
能
の
歴
史
」（『
能
と
狂
言
』
九
、二
〇
一
一
年
四
月
）
で
は
、
猿
楽
は
、
鬼
面
を
所
持
し
、
鬼
に
扮
す
る
存
在
と
し
て
認
識
さ

れ
て
い
た
こ
と
、
鬼
は
、
人
間
を
懲
ら
し
め
畏
怖
さ
せ
る
側
面
と
、
こ
の
世
に
祝
福
を
与
え
る
側
面
の
両
面
を
持
つ
点
が
指
摘
さ
れ

て
い
る
。

（19）
「
嫁
威
肉
附
面
略
縁
起
」
は
『
吉
崎
御
坊
願
行
寺
文
書
』（
清
文
堂
出
版
、
二
〇
〇
五
年
）
に
よ
る
。

（20）
『〈
蓮
如
上
人
御
教
化
〉
嫁
威
谷
物
語
』
は
、
膽
吹
覚
「『
嫁
威
谷
物
語
』
の
諸
本
と
作
者
に
関
す
る
考
察
」（『
国
語
国
文
学
』

五
一
、二
〇
一
二
年
）
な
ど
に
詳
し
い
。
明
治
二
十
一
年
永
田
長
右
衛
門
刊
本
は
、
国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
で

閲
覧
で
き
る
。

（21）
後
妻
打
ち
を
、伝
承
よ
り
研
究
す
る
論
に
、西
座
理
恵「〈
鬼
面
〉に
関
す
る
口
頭
伝
承
か
ら
考
え
る〈
酒
典
童
子
〉像
―
―『
伊
吹
山（
大

江
山
以
前
）
酒
典
童
子
』
を
中
心
に
―
―
」（『
昔
話
伝
説
研
究
』
三
五
、二
〇
一
六
年
三
月
）
や
、
同
「「
磯
崎
」
へ
の
一
考
察
―
―

肉
附
き
面
の
昔
話
・
伝
説
と
の
関
わ
り
に
お
い
て
―
―
」（『
昔
話
伝
説
研
究
』三
六
、二
〇
一
七
年
三
月
）、塚
野
晶
子「『
諸
国
百
物
語
』

論
―
―
「
後
妻
う
ち
」
を
中
心
に
―
―
」（『
昔
話
伝
説
研
究
』
三
五
、二
〇
一
六
年
三
月
）
な
ど
が
あ
る
。

（22）
唱
導
の
面
か
ら
は
、
堤
邦
彦
「
女
人
蛇
体
の
文
化
変
遷
―
―
唱
導
文
芸
か
ら
江
戸
怪
談
ま
で
―
―
」（『
日
本
文
学
』
五
四
・
一
〇
、

二
〇
〇
五
年
一
〇
月
）
な
ど
に
論
じ
ら
れ
て
い
る
。

〔
付
記
〕
本
稿
の
執
筆
に
あ
た
り
、
閲
覧
・
掲
載
を
許
可
し
て
下
さ
っ
た
、
大
正
大
学
附
属
図
書
館
に
心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
ま

た
本
稿
は
、
二
〇
二
一
年
度
大
正
大
学
学
内
学
術
研
究
発
表
会
の
発
表
を
も
と
に
し
て
い
ま
す
。
席
上
、
御
教
示
賜
り
ま
し
た
先
生
方
に
、

深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
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二
一

〔写真１〕巻上・詞書１冒頭

〔写真２〕巻下・詞書３

【
付
録
】
大
正
本
『
い
そ
ざ
き
』
写
真
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〔写真３〕巻上・絵４

〔写真４〕巻中・絵５
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〔写真５〕巻中・絵７

〔写真６〕巻下・絵８
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